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研究成果の概要（和文）：乳幼児、児童、保育者・教員養成課程の学生の音楽的な活動を観察することを通し、創造性
について問い直すことから始め、「創造性を育む音楽づくりの教育プログラムを開発すること」を目的として研究を行
った。音楽づくりに関連するフィールドを継続的に観察するとともに、仮説にもとづく実践（音楽づくりの教育実践）
を行い、さらに教育現場での意識調査を目的とした質問紙調査を実施した。①モノ・音とかかわり探究するプロセス、
②他者とかかわり協働するプロセス、③制約を手がかりとして試行錯誤、工夫するプロセスにおいて創造性が発揮され
、かつ創造的な活動が促進されることが明らかになった点が、本研究の中心的な成果である。

研究成果の概要（英文）：With the objective of developing an education program of music-making activities 
to enhance creativity, this research started off revisiting the concept of creativity through observation 
of music-making activities of infants, elementary school pupils, and students of teacher-training 
college. It continued on observing music-making activities in the field, practicing hypothesis 
(delivering trial education program of music-making), and undertaking questionnaire survey of teachers 
regarding creativity. The main finding from the research was that creativity be demonstrated in the 
processes of 1) searching sounds that they really want to make through playing with and trying materials, 
objects, and sounds around them, 2) associating and collaborating with other people, and 3) making 
try-and-error under appropriate restrictions.
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  ２版



１． 研究開始当初の背景 
これまで、教科教育において「音楽づくり」

「創作」の指導が行われており、小学校、
中学校それぞれに教育の内容や方法および
教材について様々に議論され、研究も活発
に行われてきた。しかし、そもそも「なぜ、
音楽をつくる活動をするのか」「音楽をつ
くる活動を通して何を育てようとするのか」
について、子どものありのままの姿を見取
ることを出発点とする本質的な議論が不十
分なままであったといわざるを得ない。音
楽づくりの教育における主な課題として以
下の２点を挙げることができる。 
 

(1) 乳幼児期の経験や感覚と分断された 
「音楽づくり」 

小学校の教科教育で行われる音楽づくりの
活動についてその目的や内容を論じるとき、
目の前の子どもたちの今現在のありのまま
の姿を見取ることは無論不可欠であるが、
さらに、彼らが乳幼児であった頃に携えて
いたはずの感覚や感性、そしてその連続と
しての「今」があるという事実を看過する
ことはできないはずである。しかし、現状
では、この点を十分に視野に入れて教育の
内容や方法および教材が検討されていると
はいえない。我々は、乳幼児期の子どもた
ちが、音・音楽と自然にかかわり合うあり
のままの姿に立ち戻り、そこから、創造性
とはどのようなものなのかという本質的な
問題にもう一度向き合う必要があろう。そ
のことにより、小学校の教科教育における
「音楽づくり」が、乳幼児期の経験や感覚
と分断されたものとしてではなく、連続し
た経験や学びとなるための系統的な教育プ
ログラムを開発することができると考えた。 
 
(2) 結果としての完成作品のみが重視され

た「音楽づくり」 
クラトゥスは子どもが音楽をつくる活動に
関する研究の中で「創造的な音楽活動のプ
ロセスはすなわち子どもたちが音楽的な
様々な問題に直面しつつそれを解決してい
くプロセスに他ならないのであり、そこか
ら我々は子どもたちがどのようにして音楽

的な行為や思考の仕方を身につけていくの
かという問題について理解する糸口を得ら
れる。」１と述べている。しかし、現状では、
結果としての作品の完成に主眼をおくため
に作品の枠組みや条件を限定したり、完成
作品を評価することを重視したりする傾向
が強いといわざるを得ない。クラトゥスの
言説の通り、音楽づくりにおいては、結果
よりもむしろプロセスこそが重視されるべ
きであるといってもよい。なぜなら、そこ
で生じる発見、葛藤、工夫などの経験が音
楽的な学びという側面から重要なものであ
るばかりでなく、これらの経験そのものが
創造的な営みであるといえるからである。 
1 Kratus,J(1994).The Ways Children 
Compose,Musical connections:Tradition 
and Change.ISME.New Zealand:The 
University of Auckland,p.128-140 
 
２． 研究の目的 
乳幼児、児童、保育者・教員養成課程の学
生の音楽的な活動を詳細に観察し、分析す
ることを通し、創造性について問い直すこ
とから始め、「なぜ、音楽をつくる活動を
するのか」「音楽をつくる活動を通して何
を育てようとするのか」の問いに対し、子
どものありのままの姿を見取ることを出発
点としたアプローチを行い、創造性を育む
音楽づくりの教育プログラムを開発するこ
とを目指した。従来の音楽づくりの教育内
容・方法において欠如していた以下の２点
を特に重視した。 
 
(1) 乳幼児期から大人になるまでの育ちに

寄り添った系統的なものであること 
 
(2) つくるプロセスにおける経験や学びに

焦点を当てたものであること 
  
３． 研究の方法 
(1) 基礎的調査 
音楽教育における音楽づくりの活動の理念、
目的、内容、方法などを国内外の文献資料
や教科書から歴史的に調査、研究するとと
もに、哲学、心理学、教育学の領域におけ



る創造性研究についての基礎的研究を行っ
た。 
 
(2) フィールドワーク（観察） 
保育園、幼稚園、こども園、小学校、大学
（保育者・教員養成課程） においてフィー
ルドワーク（観察）を行った。音・音楽と
人とのかかわりについて、創造性に関連す
る現象を中心に観察・記録し、そのデータ
を分析・解釈した。 
 
(3) インタビューおよび 質問紙調査 
音楽づくりにおける創造性についての教育
現場での意識調査を目的とし、現職の小学
校教諭（音楽）を対象としたインタビュー
および質問紙調査を行った。 
 
(4) 教育プログラムの開発と実施 
主に保育者・教員養成課程の学生を対象と
し、仮説にもとづく実践（音楽づくりの教
育実践）を行い、仮説の生成と修正を行っ
た。 
 
４． 研究成果 
音楽づくりに関連するフィールドを継続的
に観察するとともに、仮説にもとづく実践
（音楽づくりの教育実践）を行い、さらに
教育現場での意識調査を目的としたインタ
ビューおよび質問紙調査を実施した結果、
以下の３点が明らかになった。 
 
(1) モノ・音とかかわり自らの欲する音・

音楽を探究するプロセスにおいて創造
性が発揮され、かつ創造的な活動が促
進されること 
 

(2) 他者とかかわり協働しながら音楽をつ
くるプロセスにおいて創造性が発揮さ
れ、かつ創造的な活動が促進されるこ
と 

 
(3) 制約を手がかりとして試行錯誤、工夫

しながら音楽をつくるプロセスにおい
て創造性が発揮され、かつ創造的な活
動が促進されること 
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